
 

本 日 第２２２３回 ２０１６年１１月２５日（金）  No.２１０８ 

前  回 第２２２２回 ２０１６年１１月２０日（日）  記  録 

2016-17 年度東尾張分区 

インターシティミーティング   

於名鉄犬山ホテル ホスト：江南ＲＣ 

東尾張分区ＩＭが、11

月 20 日に犬山ホテルに

て「ロータリーを語ろ

う」をテーマに、14 時

より開催されました。

尾張旭ＲＣからの出席

者は山田会長以下 14 名

でした。今年度の特徴は、第 4 部 17 時 30 分より懇

親会が開催され、美味しいお酒と料理そして熱い語

らいがありました。 

IM 実行委員長 
IM とは、Intercity Meeting：インターシティミーテ

ィングの頭文字で、近隣の都市の複数のクラブで実施

する都市連合会のことです。グループ、分区単位での

クラブや、大都市の場合、その都市内の数クラブの会

員が集まり、合同で行う自由討論会。ガバナー補佐が

主催して開かれる事が多いようです。決議や決定はな

く、IM への出席はメークアップとなります。その目

的は、第一に会員相互の親睦と面識を広め、会員にロ

ータリー情報を伝えると共に、立派なロータリアンの

養成にあります。そのため、経験豊かなリーダーの下

で、ロータリーの奉仕の理想を勉強する会合です。討

論の主な内容は、5 大奉仕部門をカバーしつつ、ロー

タリーの特徴やプログラムなどを検討します。 

クラブ会員、全員参加です。この会合の大切な目的は、

会員相互の親睦と知識を広める事であって、さらに会

員にロータリー情報を伝え、奉仕の理想を勉強するた

めに開催されます。テーマは、ロータリーのこと、一

般社会の事で、そのときに話題になっている事、考え

なければならない問題点など、多岐にわたります。形

式も講演、フォーラムなどいろいろあります。この会

合では、知識を広め深めるとともに、グループ、分区

内の会員の親睦も重要な目的ですから、懇親会も併せ

て開催されます。 

江南 RC 会長 

伊藤 靖祐 

 

皆様 2016－2017 年度東

尾張分区インターシティ

ミーティングにようこそ

お越しくださいました。

ホストクラブを勤めさせて頂きます江南クラブの伊

藤でございます。本日は服部ガバナー、神野ガバナー

エレクト、分区内パストガバナーの皆様にもお越し頂

  

本日のプログラム  Today's Program 
 

点      鐘 
 

ロータリーソング 「我等の生業」   

    

卓話担当者：森井 晴生君  
 
卓話者：      〃 
 
演題：「  NPO法人について  」 

IM開会のことば  IM歓迎のことば  

       
疾病予防と治療月間 

                           

  
例 
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１２月２日（金） １２月３日（土） １２月１６日（金）  １２月２３日（金） 

卓話担当者：箕輪 良孝君 
卓話者：    〃 
演題：「ミャンマーから 

帰国して」 

（12 月 9 日振替） 
 
  年忘れ家族会 

 於名古屋東急ホテル 

  受付 17：30 
点鐘 18：00 

卓話担当者：山田 会長 
卓話者：    〃 
演題：「第 3 回クラブ 
     フォーラム」 

 

 
定款第 6 条第 1 節により 

休会 
 

 



き感謝申し上げます。そして分区の１２クラブの皆様

からは４７６名の登録をいただきましたことを重ね

て心よりお礼申し上げます。さて、本 IM では 2012－

2013 年度 RI 会長田中作次様をお迎えし、「世界のロ

ータリーと奉仕」と題してご講演をいただきます。

2016 規定審議会では“Meeting Flexibility”とうたわ

れていますが、クラブの出席や例会について柔軟性を

持たせる決議がされました。RI の表現は“take 

advantage of greater flexibility”とされています。こ

れはこの決議を Negative に捉えるのではなく、

Advantage としてとして捉えてくださいということ

です。また、単なる柔軟性ではなくより卓越した柔軟

性であるということです。その意味でロータリーは強

い組織に変わろうとしているのです。ロータリーが変

化しようとしているこの時にふさわしい田中作次様

にご講演をいただくことはこの上ない幸せでござい

ます。今日は皆様とロータリーを語れればと思います。

よろしくお願い申し上げます。 

東尾張分区ガバナー補佐       古田 嘉且 

国際ロータリー第 2760

地区東尾張分区インタ

ーシティー・ミーテイン

グ（ＩＭ）開催にあたり、

一言ご挨拶申し上げま

す。本日は、服部良男ガ

バナーはじめ、特別出席

者の皆様にご臨席賜り、

心より御礼申し上げますとともに、ＩＭ開催にあたり、

多くのロータリアンの方々のご出席を得ることが出

来、皆様方の日頃のロータリー活動へのご理解、ご協

力に感謝致しております。「人類に奉仕するロータリ

ー」、これは、今年度のジョンＦ．ジャームＲＩ会長の

テーマであります。では、今、私達ロータリーの直面

している問題は、どうでしょうか。会員数の減少、ロ

ータリーに対する意識の低下、真の親睦度の低下、多

様性の低下、目的の曖昧さ等が、問われているように

思われます。さらに、今、ロータリーが大きく変わろ

うとしています。しかし、変わり行くロータリーにあ

って、 

「変わりゆくもの、変わらぬもの（不易流行）」という

言葉がありますとおり、忘れてはならないことは、「ロ

ータリーは、人づくりのクラブであり、奉仕するロー

タリアンを育てるところである。」ということでござ

います。ポール・ハリスは、ロータリーの根本精神に

ついて、「私は、ロータリーの創始者として、ロータリ

ーは何かと問われたら、躊躇なく、寛容と答えるだろ

う。寛容の心とは、相手の立場に立って考えることの

できる心であり、その心に基づく実践が、ロータリー

の奉仕の本質である。」と述べています。しかし、奉仕

に対する解釈が大きく変化していく現状を見るにつ

け、ポール・ハリスが創立し、日本人の感性に合致し

た真のロータリー運動は、何処へ行ってしまったので

しょうか。そんな疑問に答えるべく、2012-2013 年度

国際ロータリー会長を務められた田中作次様に、「世

界のロータリーと奉仕」と題して講演をいただきます。 

もう一度、原点に立ち返り、皆で大いに、「ロータリ

ーを語ろう」ではありませんか。ところで、ＩＭの

目的は、「会員相互の親睦と面識を広め、ロータリー

情報を伝える」と共に、「真のロータリアンの養成の

場」であるともされています。ロータリーに対する

考え方は、ロータリアン各自、様々であり、同様

に、各クラブそれぞれに色があり、良き個性があり

ます。分区内 12 クラブ 12 色が、絶妙に融合し合

い、その個性を上手く交換し合うことが、分区発展

のためには、重要であり、各クラブの交流の中で、

個性豊かな、東尾張分区の特色をより輝かせる一助

になればと思っています。結びに当たりまして、本

日のＩＭが、ロータリーへの思いを新たにし、親睦

を育み、友情を深める契機になれば、これに勝る喜

びはございません。本日は、どうぞ宜しくお願い申

し上げます。 

「 世界のロータリー」

副題～ 奉仕、ロータ

リー、私の人生 

 

国際ﾛｰﾀﾘｰ 2012-2013

年度会長 田中 作次 

 

皆様こんにちは、この度は当東尾張分区においてお話

しさせて頂く機会を得て大変光栄でございます。皆様

の分区内の各クラブは長い年月にわたって、地域社会

に奉仕し、発展されてきたことに対し心から敬意を表

します。この長い期間に於いて、世界でも多くの変化

や進歩がありました。今日の世界は、当時とはまった

く違う場所のようにも思われることもあります。しか

し、今も昔も変わらず、ロータリーは地域社会に奉仕

し、ここ日本にもしっかりと根付いて発展して参りま

した。皆様のクラブは多くの優れた資質を十分に生か

し、奉仕と親睦を推進して下さっていることに深く感

謝申し上げます。創立から現在も活発に活動しておら

れる貴クラブは、これからも今まで成し遂げてこられ

たように、さらに発展していかれることでしょう。新

会員を増やし、また、現会員の皆さまもさらに活発に

奉仕し、クラブのいろいろな役目を務めるなどして、

積極的に参加していただけることを願っております。 

世界の環境変化と共に、クラブもその時代に合わせて

現状にマッチさせるよう適切に変化させることが重

要です。どのような変化を取り入れるべきかについて

は、主体性を持つクラブが理事会を通して検討する必

要があります。これには、年会費の妥当性や例会出席

の見直しも含まれます。例えば、若い世代の会員にも

合うような年会費の額、朝、昼、夕方などの例会時間

の再検討、家庭の主婦を含めた女性会員の増加、魅力

ガバナー補佐あいさつ  

 基調講演 



ある例会プログラムへの再検討、あらゆる奉仕活動の

見直しも含まれます。また現在意義ある奉仕活動をク

ラブなどで行っているか、「ロータリーに関心を持っ

たのはなぜか」、「クラブが取り組める地域社会の本当

のニーズは何か」「ロータリーで何をしたいか」、など、

新会員の声に耳を傾けることで、これまでに見えなか

った新しいアイデアが浮かぶかもしれません。また、

国際ロータリーの長期計画を参考に、地区内では各ク

ラブの 3 か年長期計画を立てておられると思います。

ロータリーは常に目標を立てそれを目指して活動し

ます。生きている、ありとあらゆるものが成長するよ

うに、組織も成長しなければ存続できません。長い歴

史を持つロータリー・クラブの皆さまは、このこと 

をよくご存知の事と思います。それぞれのクラブは設

立された時と全く同じ姿ではないでしょう。幾世代に

もわたり、前の世代が去り、次の世代の新しい会員が

入会します。毎年役員が交代し時々は以前とは異なっ

たプロジェクトが行われます。しかし、重要なことは、

そこに常にロータリー・クラブがあるということです。

表層が様々に変化しても、ロータリーの中核、つまり

奉仕への献身は変わりません。その意味ではクラブは

いつの時代も同じクラブです。クラブのお陰で、皆様

の地域は以前よりも良い地域社会になりました。そし

て、これからも末永く、皆様のクラブと共に、この地

域で人々が助け合い支え合って、発展していくことで

しょう。ロータリー・クラブのある地域社会は、クラ

ブのない地域よりも必ず良い場所になると私は信じ

ています。ロータリーがある地域社会の人々の人生は、

必ず豊かなものになると思います。ロータリーが大き

くなれば、それだけ強くなりますが、ただし、会員数

を増やすことだけを目的に新会員を入れても、ロータ

リーは強くなりません。ただクラブに入会するのでは

なく、真のロータリアンとなれる人を迎え入れ、クラ

ブでしっかりと指導してこそ、ロータリーは強くなれ

ると思います。私が八潮ロータリー・クラブに入会した日

は、新しい人生を歩み始める第一歩となりました。人々と

のつながり、奉仕を通じた満足感や達成感、そして平和を、

それまでよりも深く感じるようになりました。私は、この気持

ちを多くの人に伝えていきたいと考えておりますが、その

方法の一つが、ロータリーへの入会をお誘いすることだと

考えています。入会見込者に伝えなければならないのは、

ロータリーが素晴らしい団体であるということ、そしてロータ

リーへの入会によって、彼らの人生がより幸せになるという

ことです。ここにいる私たち全員が、会員であることの素晴

らしさを知っており、ロータリーを愛しています。私たちが

ロータリーで見つけた幸せを、多くの人々に知っていただ

きたいと思います。今から約 40 年以上前の 1975 年にロ

ータリーへ入会した当初、それから私の人生が全く違

った方向に向かっていくとは、思ってもみませんでし

た。ロータリーのお蔭で私の今日があり、私の生きる

目的が明確になりました。それは他者や社会の為のた

めに自分のできる範囲に於いて少しでもお役に立ち

地域社会そして世界平和のためになれることです。 

ロータリーでは、常に目標を立て、それを目指して活

動しています。生きている、ありとあらゆるものが成

長するように、組織も成長しなければ存続できません。 

固有の歴史と伝統を持つクラブの皆さまは、このこと

をよくご存知ではないでしょうか。各クラブが設立さ

れた時と現在ではまったく同じ姿ではないでしょう。

幾世代にもわたり、前の世代が去り、次の世代の会員

が入会します。そして毎年、役員が交代し、年によっ

ては違う新しいプロジェクトが実施されます。それで

はこれから世界を回って各地の会員から当時 RI 会長

に対して質問を受けた内容の一部である 30 数項目に

ついて Q$A 方式でお話をさせて頂きます。最初の Q1,

だけが少し長くなりますがご容赦ください。 

 

Q1,  RI 会長の役割は何ですか： 

 RI 会長は、RI の最高役員です。「会長は、RI の第

一の代弁者であり、国際大会と RI 理事会の会合を主

宰し、事務総長に助言し、その他の関連する任務を

行います。RI 会長の選ばれ方については、まず、RI

会長は就任の前々年度に、「RI 会長指名委員会」に

よって指名され、RI 会長ノミニーとなります。「RI

会長指名委員会」とは、RI 理事指名のために設けら

れた世界で 34 のゾーンから選挙された、17 人の委員

によって構成されている委員会のことです。こうし

て決まった RI の最高役員である RI 会長は、原則、

ロータリー世界本部であるアメリカ・イリノイ州エ

バンストンで執務しています。執務の内容は実にさ

まざまなものがあります。国際ロータリーでは、ほ

ぼ毎月、何かしらの大切な会合が定期的に行われま

すから、RI 会長にはこれらをつかさどるという重責

があります。さらにロータリーの設けた各賞を授け

るための審議や、世界中から RI 本部を訪問するロー

タリアンと面会したり、ハードなスケジュールの

日々を過ごしています。エバンストンで執務してい

る以外の日は、RI 会長は各国を訪問している、と言

っていいかもしれません。国際ロータリーを代表す

る者として、各国の現または元政府指導者と会談す

ることになっています。ロータリーが 1985 年から開

始したポリオ撲滅運動を通じてメリンダゲーツ財団

との深い信頼関係も強化されました。さらに人道

的、教育的プログラムを通じて世界理解と親善そし

て平和を推進しています。定期的に行われる大切な

会合として、まず RI 理事会が挙げられます。クラブ

の管理主体も、クラブの理事会であるのと同じよう

に、RI の管理主体も、RI の理事会で、ＲＩ会長は RI

理事会の議長を務めます。理事会は、世界中の全ク

ラブを代表する責務をもつ理事 17 人と、RI 会長、RI

会長エレクトの計 19 人で構成されています。地区大

会などについて本来ならば RI 会長としてすべてのあ

らゆる会合に参加したい、という精神は、誰も同じ

ですが、残念ながら現状は不可能です。そこで、Ｒ

Ｉ会長は世界各国の地区大会には「RI 会長代理」を

派遣し、メッセージを寄せたりすることで、その任

をなしています。そして、国際大会の主宰は、会長

としての仕事のハイライトとなります。また RI 会長



は、そのほかの国際的会合に出席します。RI 会長指

名委員と RI 理事指名委員を選挙するために RI 理事

会が編成したクラブの集団をゾーンといいます。 

このロータリー・ゾーン研究会で講演を行なったり、

ロータリーの行事日程表では、特別の行事とみなされ

ているので、毎年度開催されるとは限りませんが、会

長主催会議を持ちます。私が RI 会長をさせて頂いた

2012－13 年度の 11 月にベルリン、1月にハワイ、5月

に広島の世界の 3 か所で平和フォーラムをそれぞれ 3

日間にわたり開催し、3 か所共に夫々2 千人以上のご

参加を得ることができました。120 万人以上の会員は、

地元や海外など 200 以上の国や地域で、地域社会の改

善を目指して自らの専門知識、情熱、エネルギーをボ

ランテアで捧げる、事業や専門職のリーダーです。そ

して各地域社会の二―ズに対応した奉仕活動を展開

しています。特に飢餓、貧困、疾病、非識字と云った

重要な問題に取り組むボランテア活動を行っていま

す。また会員になるためにはクラブ会員の紹介があり

クラブ理事会で承認されることです。私が RI 会長を

務めさせて頂いた 2012－2013 年度のテーマは「奉仕

を通じて平和を」にしました。 ロータリーの最優先

項目は全世界でポリオを撲滅することです。ロータリ

ーがポリオ・プラス・プログラムを発足させ１９８５

年以来、ロータリアンの強い意志と努力によってポリ

オの感染数は 99.9%減少し、ポリオが撲滅される日は

そう遠くありません。ポリオ撲滅が達成されれば、天

然痘に続いて人類史上２番目に撲滅された疾病とな

ります。現段階では来年度すなわち 2017 年 6 月末年

度にはゼロになると思われますので、その場合は 2020

年 7月にはポリオの撲滅宣言が世界の多くのマスコミ

によって大々的に発表されることとなります。さらに

皆様はすでによくご存じのとおりロータリーが取り

組んでいる 6つの重点分野活動があり、それは次の通

りです。母子の健康、水と衛生設備、疾病予防と治療、

平和と紛争解決、基本的教育と識字率の向上、そして

経済と地域社会の発展でロータリーは、教育や青少年

の為の活動を通じて平和と国際理解を築きます。例え

ばロータリー青少年交換は、高校生が交換留学生とし
て海外に派遣されるプログラムで、数週間の短期交か

ら 1 年間の長期交換があります。ロータリー財団国際親

善奨学金プログラムは、現在世界最大の私的資金によ

る国際奨学金プログラムです。１学年度国際親善奨学

金―１学年の間の海外留学のために授与されます。マ

ルチ・イヤー国際親善奨学金―学位を得るための２年

間の海外留学のために授与されます。文化研修のため

の国際親善奨学金は海外での３ヶ月または６ヶ月間

の集中語学研修と文化実習のために授与されます。ま

た、ロータリーは、母親や子供たちが基本的な医療を

利用できるよう支援しています。現在、栄養失調や不

十分な医療・衛生のために亡くなる 5歳未満の子ども

の数は、世界で約 700 万人と推定されていますが、ロー

タリーはこのような子供たちの命を救うために活動していま

す。ある調査によると、妊産婦が産前・産後の医療や訓

練された保健従事者のサービスを受けることができ

れば、妊産婦の死亡の 80 パーセントを防げることが

分かっています。ロータリーは、母子の健康を向上さ

せるための、教育、予防接種、お産キット、移動診療

所を提供しています。母親たちは、子供へのHIV／エイズ

の感染の予防法、母乳の与え方、健康管理の方法などを

学びます。きれいな水は、人間の基本的ニーズの一つ

です。きれいな水は、 人びと、特に子供たちが、より

健康で、実りある生活を送ることを可能にします。「疾

病予防と治療」では、発展途上国で多くの人びとが質

の高い医療を低コストまたは 無料で受けられるよう、

支援活動を行っています。高額な医療費のために毎年

1億人 以上が貧困に陥っている中、ロータリーは主な

感染症であるポリオ、HIV／エイズ、マラリア などの

ために資金を提供しています。世界には、学校教育が

受けられない子供たちが 6,700 万人、読み書きができ

ない15歳以上の人たちが7億7,500万人以上います。

ロータリーは、世界の地域社会で、テクノロジー、教

員研修、職業研修チーム、給食、廉価な教科書を提供

する教育プロジェクトを支援しており、地域社会が基

本的教育と識字率、教育機会における男女差、成人の

識字教育を自力で改善できるよう、その能力を高める

ことを目標としています。世界で 14 億人が、1日 1ド

ル 25 セント未満での生活を強いられています。ロー

タリーは、支援が行き届いていない地域社会において、

研修、雇用の機会、小口ローンを提供することで、経

済や地域社会の発展と貧困の緩和に取り組んでいま

す。さらには、仕事に必要な道具を寄贈したり、職業

研修を行ったりすることで、貧困地域における起業家

やリーダー、特に女性を応援しています。ロータリー

平和センターで学んだ平和構築専門家は、英国からオ

ーストラリアに赴き、スーダンからの難民のコミュニ

ティーづくりを支援するとともに、紛争解決に取り組

んでいます。世界で 6,500 万の人びとが武力紛争や迫

害によって住居を失っています。武力紛争からの避難

民の 90 パーセントが民間人で、そのうち半数は子供

です。ロータリーは奉仕プロジェクト、フェローシッ

プ、その他の活動を通じて紛争を予防・解決し、危険

地域を逃れてきた避難民を援助する人たちに研修を

提供しています。会員はまた、貧困、差別、民族間の

摩擦、教育機会の不足、リソース分布の不平等などと

いった、紛争の構造的な原因を改善するプロジェクト

を実施しています。また世界で 14 億人が、1日 1ドル

25 セント未満での生活を強いられています。ロータリ

ーは、支援が行き届いていない地域社会において、研

修、雇用の機会、小口ローンを提供することで、経済

や地域社会の発展と貧困の緩和に取り組んでいます。

さらには、仕事に必要な道具を寄贈したり、職業研修

を行ったりすることで、貧困地域における起業家やリ

ーダー、特に女性を応援しています。ロータリー平和

センター・プログラムは、世界に６つある平和センタ

ーで、平和研究の分野における修士号または終了証を

取得する機会を毎年約 100 程度提供しています。現在

1000 人以上の元平和フェローが、世界各地の政府や組

織で、重要な決定の役割を担っています。ロータリー



の青少年プログラムでは、国際親善を促進するため、

海外留学の機会を毎年、１１５カ国で 8,500 人の高校

生に提供しています。 

Q2.国際ロータリー本部のあるエバンストンの住ま

いは：会長ノミニーとエレクトの 1年半は本部裏のア

パート、そして会長年度は本部から徒歩で 7分の場所

にあるもっと良い住居です。毎年の会長は同じ住まい

で生活しています。しかし 2 年半の内の 90%は世界を

廻っています。翌週以降の会長としての仕事の準備の

ために本来休日である土曜と日曜日が私にとって特

に多忙でした。このような理由で結果的に私の休日は

1 日もありませんでした。もちろん風邪や病気で休ん

だこともありませんでした。 
 
Q3. 一人での食事の調理は：家内が最初の頃体調が

良くなかったので一人でした。土曜と日曜が休日のた

め出張しない時は主に豆腐とライスで簡単な食事。料

理ができないために殆ど満足な食事は諦めていまし

た。 
 
Q4. RI 会長の選挙はどのように：立候補者として 15

分のカラービデオによって英語と日本語で自分の声

を録音します。毎年 8月にエバンストンに世界の 34ゾ

ーンから毎年 17 人の代表が集まりその録画を見なが

ら討論し 1日で選挙します。毎年 10 人から 15 人の立

候補者が世界から出て戦います。もちろん同じ候補者

が数年続けて出ますが途中で断念する候補者も多く

います。私の選挙の時は現元 RI 会長を務められた台

湾のゲリーファン氏を含めて 10 人でした。 
 
Q5. RI 会長を目指したのはいつごろか：以前から会

長に立候補するよう何回も要請を受けたが乗り気で

はなく断ってきた。しかしこれ以上断りきれずに条件

付きで了承。条件は一回の挑戦で落選したら再挑戦し

ないという約束をした。それは会長になる約 3年前の

こと。実際には一回で選挙されてしまいました。 
  
Q6. RI 理事会は：世界から 17 人の理事と、事務総

長そして副会長が入り会長が議長となり、１年に 4

回開催されます。 

 

Q7．以前に想像していたこととの食い違いは：そ

れほどありませんでした。 
 
Q8．世界を廻っている時の言語は；日本に滞在中以

外はすべて英語のスピーチでありスピーチ以外の会

話はすべての地域で通訳をつけて頂きました。 
 

Q9．能力開発のポイントは：潜在能力の顕在化 目

標設定高く 継続 不可能はなし。 
 
Q10.日本に帰れた日数は：1 年に 3 日くらいですが

殆ど家にはいませんでした。 
 
Q11. もう一度訪問したい国は：スイスが一番好きな

国です。 

 

Q12．奥さんはどうしていたか：エバンストンでの休

日は一緒にいますが会議の時は外国の奥さん達と一

緒で言語には大変だったようです。 

 

Q13．部屋はいくつあるか：ノミ二―、エレクトの時

は 1部屋で会長の時は 3部屋が与えられました。 
 
Q14．外国でゴルフはできたか：全くできませんでし

た。 
 
Q15．訪問国数は：2 年半で 70 か国以上と思います 
 
Q16．健康の維持方法は：くよくよせずいつも楽しく

前向きに過ごすこと。 
 
Q17．外国のゾーン研究会出席は：世界 21 か所あり

2 年間ですべてを回り、それぞれの地域で講演を行い

ました。 
 
Q18．エリートだけが会員になれると云うのは本当

ですか、また誰でも会員になれないのは何故です

か：ロータリー通じて地域社会を改善するために、意

欲を持って時間と労力をささげることができる全て

の専門職者や職業人をロータリーは歓迎しています。 
 
Q19．財団の寄付額の順位は：アメリカ、日本、イン

ド、韓国、ブラジル、 
 
Q20．世界の国の会員数順位は：アメリカ、インド、

日本、韓国、 
 
Q21．日本の評判は：日本人の評価は高く、日本国の

評判も良く、食事もです。 
 
Q22．時差の問題は：最初きつかったのですが自然に

慣れてきました。 
 
Q23．秘書はいるか：Rosemary さんという素晴らしい

方でした。 
 
Q24．公式の秘書はいるか：パトリシアさんという方

が 1年間公式秘書でした。 
 
Q25．国際大会での家族の紹介は：バンコク 14 人と

リスボン 15 人が大会壇上に。 
 
Q26．国際大会の最高登録人数は：43,000 人以上で大

阪大会が新記録でした。 
 
Q27．私の年度の平和会議のテーマ：広島「平和はあ

なたから始まる」ベルリン「国境のない平和」ホノル

ル「平和にいたる緑の道」其々2千人以上の参加、夫々

3日間でした。 
 
Q28．自家用車は：一台車が与えられましたが私は一

回も運転しませんでした。 
 
Q29．病気で休んだことはあるか：一日も休むことは

ありませんでした。 
 
Q30．財団管理委員には：RI 会長を終えた後 1年間は

休みでその後 4年間が財団管理委員として務め、最後

の4年目はロータリー財団管理委員長になるのが通例

ですが私の場合は家庭の事情で2年で変わっていただ

きました。私はそれ以前にも財団管理委員を 4年間勤



めましたので合計 6年間と止めやことになります。 

31,困ったことはあったか：それほど困ったり、苦しい

ようなこともなく毎日楽しく過ごせました。 

Q32．ロータリーはどのような若い世代と協力できる

でしょうか：今日の若者は、ボランテアに対して強い

関心を抱いています。若者によるボランテアを促進す

ると同時に、若者のリーダーシップと専門知識や技能

の向上をさせる２つのプログラムを提供しています。

一つは 12-18 歳の青少年を対象とするインターアクト

クラブで、ロータリー・クラブがその設立を支援します。

もう一つは 18-30 歳の若者を対象とするローターアク

トです。同じくロータリー・クラブがその設立を支援し

ます。ロータリーの青少年交換プログラムでは、2013-

14 年度は 71 カ国の 8,000 人以上の高校生が海外での

生活を経験し、国際的な親善と友好を築きました。 
 
Q33. ロータリーは米国を中心とする団体ですか： 

ロータリーは 1905 年にシカゴで創設され、米国では

7,720 のロータリー・クラブと男女合わせて約 328 千人

の会員が活動しています。これらの数は確かに世界で

最も大きい数字となっています。しかし合計 120 万以

上のロータリー会員の 3 分の 2 以上は米国以外の国で

活動しています。会員が世界で２番目に多いインドで

では、3,500 近くのクラブと 132 千人の会員が活動して

います。次に日本やブラジルにはそれぞれ 2,270 のク

ラブがあります。イスラエルにも 60 のクラブがありま

す。 
 
Q34．イスラム国家にもロータリー・クラブがありま

すか：イスラム教信者大多数を占める国家の中では、

トルコのクラブ数が最も多く数年前に 225 クラブがあ

り、またトルコの会員数は 5.700 人以上でした。２番目

のパキスタンでは、159 のクラブとおよそ 2,800 人の会

員が活動していました。マレーシアでは116のクラブ、

インドネシアでは 112 クラブ、エジプトは 78 クラブと

なっていました。その他にアフガニスタン、アルバニア、

アルジェリア、アゼルバイジャン、バーレーン、ヨルダ

ン、モロッコ、そしてアラブ首長国連邦にもクラブがあ

ります。2010 年パレスチナにもロータリー・クラブが

設立されました。 
 
Q35．女性がロータリーで活動できるようになるまで、

長い時間がかかったのは何故でしょうか：今日、女性

会員はロータリーの重要な部分を占めており、その数

も拡大しつつあります。ロータリー・クラブは地域にお

けるビジネスの状況を反映しており、より多くの女性

がビジネスリーダーとして社会で活躍するようになれ

ば、それだけロータリーの女性会員も増えることにな

ります。今日、何千ものクラブで女性がクラブ会長にな

っています。またロータリーの理事会や管理員会でも

女性が入ってきました。あと数年で女性の RI 会長が実

現すると思われます。ロータリーを通じて女性が世界

の地域社会に変化をもたらしていると云うことこそ重

要な意味があるのだと思います。 
 
Q36. 2012－13 年度のテーマを「奉仕を通じて平和」

に決めた理由は：どんな些細なことでも、人を助ける

ことが、いずれは平和につながると思うようになりま

した。「平和」というのは、よく耳にする言葉です。ニ

ュースでも、日常会話でも良く聞きますし、ロータリー

でも頻繁に口にする言葉です。しかし、「平和」とは何

なのか、どういうことなのかを、あまり考えることはあ

りません。一番簡単なのは、「平和」ではない状態がど

のようなものかを考えることでしょう。そう考えれば、

平和とは、戦争や暴力、飢餓、苦しみ、貧困を恐れるこ

とのない状態です。また逆に、「平和」それ自体が、ど

ういう可能性を秘めているのかで、定義することもで

きます。そういう意味では、「平和」とは、思想の自由、

選択の自由であると言えるでしょう。また、安心できる

未来、安定した社会であるとも言えるでしょう。また、

もっと抽象的なレベルでは、「平和」とは、幸福感や、

心の平穏であるとも言えます。このように、「平和」が

何を意味するかは、人によって違います。どの定義が正

しいとか、間違っているとかではなく、自分にとって

「平和」が意味すること、それが平和です。どのような

意味でこの言葉を使うにしても、ロータリーでそれを

実現することができます。ロータリーは、保健、衛生、

食糧、教育などの人々の基本的なニーズに応えていま

す。また、友情、人と人とのつながり、思いやりといっ

た、心のニーズにも応えることができます。さらに、国

や民族間の友情や、寛容の精神を推進することで、ロー

タリーは、最も伝統的な意味での「平和」、つまり、互

いを理解する心を養うことができます私は、「超我の奉

仕」は単なる標語ではないと考えております。それは、

誰の人生をも、さらに豊かで、有意義なものにする、生

き方を示していると思います。ロータリアンは、自分よ

りも人のニーズに耳を傾け、自分だけでなく、社会全体

のためを考えます。これは、平和への基本です。先ほど

申し上げましたように、私は、2012-2013 年度のロータ

リーのテーマを、「奉仕を通じて平和を」といたしまし

た。これは、「平和」をどのように定義するにしても、

奉仕を通じて、平和をもっと現実に近づけることがで

きると考えるからです。ほかの人のニーズが、自分のニ

ーズよりも大切だと思え、みんなのためになる共通の

目標に向かって力を合わせられるようになれば、世界

に対する見方、人との接し方、優先順位など、すべてが

一変するでしょう。私は 1939 年に生まれました。今で

も、終戦日の玉音放送を聞いたときのことを覚えてい

ます。天皇陛下のお言葉はとても難しく、まだ幼かった

私は、話の内容がよく理解できませんでした。しかし、

天皇陛下のお言葉の後、ラジオのアナウンサーが、日本

は降伏し、戦争が終ったと告げました。まだ 6歳だった

私は、その意味が何なのか、その後の日本とって何を意

味するのか、よく分かりませんでした。しかし私は、こ

こにおられる皆さまと同じく、戦後、日本が新しく、近

代的で、平和な国になろうと懸命だった時代に育ちま

した。少しずつ、世界に対する見方が変わり、世界も日

本に対する見方を変えました。今日の日本は完璧では

ありませんが、平和を守っています。この点で、世界は

日本に学ぶことができるのではないかと思います。東

日本大震災が起きたとき、私は会長エレクトでした。各



国を訪れるたびに、ロータリー関係者であるなしを問

わず、大勢の方が思いやりの声をかけてくださり、私の

家族や友人の安否を気遣ってくださいました。このこ

とには、とても感動いたしました。しかし、何よりも、

自分が日本人であることを、とても誇りに思いました。

海外のテレビや新聞、ラジオでは、震災後の日本人の態

度に、称賛の声が挙がっていました。日本人は、混沌の

中で、店から物を盗むことも、争い合うことなく、団結

し、支え合って耐えていました。これは、多く外国人に

とって、信じがたい光景でした。日本人である私たちに

は、これは文化の一部に過ぎません。個人の欲望よりも、

社会や集団を大切にするのは、日本人にとって当たり

前のことです。争いよりも平和を大切にする姿勢が、こ

こにあると思います。ご静聴ありがとうございました。 

 

次期東尾張分区ガバナー補佐 鈴木 文勝(小牧 RC)  

この度、２０１７—１８年

度東尾張分区ガバナー補

佐を拝受させて頂きまし

た。若輩ではありますが、

皆さまのご指導ご鞭撻を

賜り、進めて参りたいと

存じますので、どうかよ

ろしくお願い申し上げま

す。まずもって、本年度の東尾張分区 IM のご盛会をお

喜び申し上げます。また、地区大会では、東尾張分区

全クラブの皆さまには、全員登録をして頂き、地区大

会を成功裏に終えることが出来ました。ホストクラブ

として皆様に深く御礼申し上げます。誠にありがとう

ございました。古田ガバナー補佐をはじめ歴代の先輩

ガバナー補佐の皆さまは、毎年 IM を主催され、我が分

区内を纏めておいでになりました。他の分区からは、

東尾張分区は仲が良くてうらやましいとよく耳にし

ます。歴代のガバナー補佐をはじめとする分区内会長、

幹事さま、全クラブメンバーの皆さまが長年実践され

てきた親睦・交流のたまものであると思います。この

良い関係を損なうことが無いように、次年度のお役を

全うして参りたいと存じますので、どうかよろしくお

願い申し上げます。私が所属する小牧ロータリークラ

ブは、次年度創立５０周年を迎えます。何かとお世話

になりますが重ねてよろしくお願い申し上げます。 

小牧ＲＣ 会長 

名和千博 

本日は、古田ガバナー

補佐を始め、江南ロー

タリーの皆さま本会の

ご設営を頂き誠にあり

がとうございました。

また、カバナー補佐業務は半年以上ありますが、お身

体に御自愛を頂き残り期間もよろしくお願いいたし

ます。さて、先ほどご紹介が有りました通り、次期は

小牧より鈴木文勝をガバナー補佐として輩出させて

頂き、合わせて IM のホストを務めさせていただきま

す。小牧ロータリークラブでございます。改めまして

よろしくお願いいたします。私ども小牧ＲＣは、次年

度 50 周年の節目の年でもあります。節目にふさわし

い一年とする為にもクラブ全体で支え合い、後方支援

に回りたいと思います。もちろん、50 年の区切りのお

披露目と共にどちらも一切手を抜くことなく、前進し

たいと思います。そして、皆様方の期待を裏切ること

なく「東尾張は一つ」を目指しやって参りたいと思い

ますので、改めてご支援・ご協力をお願いいたします。

最後になりますが、過日行われました地区大会への全

員登録を始め、ご協力ありがとうございました。お陰

様をもちまして無事 終了する事が出来ました。この

運営を通し、クラブとしてまた、会員一人ひとりの自

信がつくと共にかけがえのない体験をさせて頂きま

した。これを次の機会に是非とも活かしてまいりたい

と思います。今後も皆様のご協力、ご指導をお願い申

しあげます。ありがとうございました。 

社会奉仕委員長 古橋 裕志 

去る 11 月 8，9，10 日にて、

第 5 回支援事業として、8 名

に依る参加者にて「健康タオ

ル」の贈呈を実施。最初の訪

問地は、宮城県松島市の松島

第二幼稚園にて。園児達による「どんぐりころころ」

「山の音楽家」の合唱と、「どんぐり松ちゃん」の踊り

にて歓迎していただき、健康タオルの贈呈式を行い、

記念に園児達の作品を贈呈され、会員一同笑顔が一段

と輝きを増したような。その後、松島 RC に例会出席。

回数を重ねるごとに、親密感が増したように肌で感じ

させられました。次の訪問地は、福島県田村郡三春町

にて。三春町役場へ表敬訪問。鈴木義孝町長始め 7 名

の方々と歓談をし、三春町の現在の情況等を説明して

いただき、また、この三春町は、尾張旭市から職員が

出向し、その縁で三春の滝桜の植樹が森林公園近くに、

又、尾張旭市民祭にも三春町の地元の産物が出店され

ました。次に、富岡町立幼小中学校の仮設校舎を訪問。

岩崎富岡第一小学校校長より、現在の情況と将来の事

等のお話を聞き、生徒達に「健康タオル」等の贈呈を

行いました。その後、三春 RC に例会出席後、三春 RC

の職場例会として、福島県環境創造センターを見学。

その中で、震災直後から現在に至る復興模様を映像に

て観賞させていただき、感慨深いものを感じさせられ

ました。今回 5 度目の各地訪問になりますが、年々、

訪問先の園児、生徒、先生、町長、松島 RC、三春 RC

の会員の方々と、今以上に親交が深く、身近になる事

を感じさせられ、これからも奉仕、支援事業の一環と

し、継続していきたいと思います。皆様、ごくろうさ

までした。 
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